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大阪交番検査車両所「作業ダイヤ見直し」に関する緊急申し入れ

昨年６月１８日に発生した「大阪北部地震」によって被害を受けた大阪交番検査車両

所建屋は、昨年７月３日から通行可能となった渡り廊下が、昨年末の完成を目途に再度

工事に入っている。

会社は、１月７日の終了点呼で、「渡り廊下の工事が終了し通れるようになるのは２月

末を予定している」と当初の予定が変更になったことを明らかにした。

昨年６月２５日、「申」第38号「大阪北部地震による大阪交番検査車両所庁舎の被害」

に関する緊急申し入れに対して、会社は、８月２２日の労使協議の場で「７月３日から

通行可となったため見直す必要はない」と回答している。

しかし、今後このように長期間にわたり作業ダイヤの見直しを行わず作業を続けるこ

とは、組合として到底看過出来ない。

よって、下記の通り申し入れるので、早急に労使協議の設定をすること。

記

１．大阪交番検査車両所建屋渡り廊下の工事が終了するまで、作業ダイヤの見直しを行

うこと。

以上


